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  ―

丸
山
町
方
言
の
自
然
談
話
①―

　今
回
か
ら
は
、
前
回
ま
で
の
大
杉
町
方
言
の
談
話
の
中

に
も
登
場
し
た
、
大
杉
町
よ
り
さ
ら
に
山
間
の
集
落
で
江

戸
時
代
は
天
領
で
も
あ
っ
た
丸
山
町
の
方
言
談
話
を
紹
介

し
ま
す
。

　丸
山
町
方
言
の
自
然
談
話
に
つ
い
て
は
、『
小
松
市
立
博

物
館
紀
要
』34
号
に
掲
載
の
拙
稿「
石
川
県
小
松
市
郷
谷
川
・

滓
上
川
流
域
の
方
言
」に
所
収
の
文
字
化
資
料
か
ら
抜
粋
し

ま
す
。

　丸
山
町
の
方
言
談
話
は
、
１
９
９
７
年
８
月
30
日
に
収

録
し
た（
時
間
に
し
て
10
分
程
度
）丸
山
町
生
え
抜
き
の
２

名
の
話
者（
Ａ 

大
正
８
年
生
ま
れ
・
男
、Ｂ 

明
治
43
年
生
ま

れ
・
女
）と
小
松
市
東
町
生
ま
れ
の
同
席
者（
Ｃ 

大
正
12
年

生
ま
れ
・
男
）に
よ
る
会
話
で
す
。
方
言
談
話
の
文
字
化
に

あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
無
意
味
な
挿
入
句
な
ど

は
省
略
し
つ
つ
、
表
音
的
片
仮
名
表
記（
文
節
分
か
ち
書
き
）

で
示
し
、
適
宜（

　
　）内
に
共
通
語
訳
を
付
し
ま
す
。
語

中
の
ガ
行
音
は
原
則
鼻
濁
音
と
な
り
ま
す
が
、
破
裂
音
と

区
別
せ
ず
に
ガ
ギ
グ
ゲ
ゴ
と
表
記
し
ま
す
。

Ａ

　モ
ー

　ゴ
ハ
ン

　タ
ベ
タ
カ
ッ
テ
ユ
ー
コ
ト
オ

　ヒ

リ
タ
コ

　ホ
ン
デ
ァ

　マ
ー

　コ
ト
バ
ガ

　ナ
レ
ン
サ

ケ
ネ（
慣
れ
な
い
か
ら
ね
）
　ハ
ヤ
イ
ヨ
ー
ニ（
話
す
の
が

早
い
よ
う
に
）
　オ
モ
ウ
。
デ
ー

　チ
ョ
ー
ド

　コ
ー
ト

ー
シ
ョ
ー
ガ
ッ
コ
ン（
高
等
小
学
校
に
）
　ナ
ル
ト

　ミ

ナ

　ゴ
カ
ソ
ン（
５
カ
村
）
　コ
ー
リ
ュ
ー
オ（
交
流
を
）

シ
タ
。
ホ
イ
デ

　ヒ
リ
タ
コ
ッ
テ
。

Ｃ

　ヒ
リ
ッ
チ
ュ
ノ

　オ
ヒ
ル
チ
ュ
ー

　イ
ミ
ヤ
ロ
イ
ネ
。

Ａ

　ソ
ヤ

　オ
ヒ
ル
オ

　ク
タ
ー
カ
イ
ト
。
ソ
レ
ガ

　ハ

ヤ
イ
サ
カ
イ

　ヒ
リ
タ
コ
テ

　ユ
ー
ト
ル
。
ホ
ン
デ

　

ア
ク
セ
ン
ト
ワ（
ア
ク
セ
ン
ト
は
）
　シ
ン
ボ
ワ（
新
保

は
）
　ソ
ノ
ワ
リ
ン
ネ（
そ
の
割
に
な
い
）。
ハ
ナ
タ
テ
ガ

（
花
立
が
）
　ア
ク
セ
ン
ト
ァ

　ツ
ヨ
イ
。

Ｂ

　ソ
ー
ヤ
ッ
タ
ー
。

Ａ

　ウ
ン
。
ホ
イ
デ

　ハ
ナ
タ
テ
ノ
ホ

　ア
ル
シ

　シ
ン

ボ
ワ

　ワ
リ
ト

　ナ
ン
ヤ
シ

　オ
ハ
ラ
モ（
小
原
も
）
　

ワ
リ
ニ

　マ
ル
ヤ
マ
ヨ
リ
モ（
丸
山
よ
り
も
）
　コ
ト
バ

ワ

　ハ
イ
カ
ラ
ヤ
ッ
タ
ン
ヤ
。

【
解
説
】

・
ヒ
リ
タ
コ…

ヒ
リ（
昼
ご
飯
）と
タ
コ（「
食
べ
た
か
」の
意

味
の
タ
ベ
タ
コ
の
省
略
形
）の
合
わ
さ
っ
た
形
と
思
わ
れ

ま
す
。

・
ゴ
カ
ソ
ン…

５
カ
村
と
は
、
新
保（
新
保
出
＝
木
地
小
屋

を
含
む
）、
須
納
谷（
現
花
立
町
）、
丸
山
、
杖（
現
在
は

津
江
と
書
く
）、
小
原
の
５
集
落
を
指
し
ま
す
。

・
ア
ク
セ
ン
ト…

訛
り
に
近
い
意
味
と
思
わ
れ
ま
す
。

方
言
談
話
資
料
に
見
る

　小松
方
言
の
特
徴

　その
８

丸山町で開催されるヤマメ放流と釣りのイベントには
毎年多くの家族連れが訪れます。
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連
載

－◥◤
努
力
あ
っ
て
の
神
頼
み
！
◢◣－

　
小
松
天
満
宮
の
宝
物
館
が
来
年
開
館
と
い
う
こ
と
で
、

天
神
様
に
ま
つ
わ
る
話
題
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

 

　
天
神
様
と
い
え
ば
、
天
満
宮
ま
た
は
菅
原
道
真
の
こ
と

で
す
が
、
こ
の
両
者
の
結
び
付
き
は
、
道
真
の
太
宰
府
へ

の
左
遷
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
道
真
は
学
問
に
長
け
、
破

格
の
昇
進
を
遂
げ
ま
す
が
、
陰
謀
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
を

追
わ
れ
、
太
宰
府
に
流
さ
れ
、
失
意
の
う
ち
に
亡
く
な
り

ま
す
。
そ
の
後
、
落
雷
や
疫
病
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
た
た
り

を
引
き
起
こ
し
、
そ
の
霊
の
鎮
魂
の
た
め
北
野
天
満
宮
に

祀
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
天
神
信
仰
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

　
昔
か
ら
勉
強
を
す
れ
ば
出
世
で
き
る
、
将
来
が
約
束
さ

れ
る
と
い
う
風
潮
が
あ
っ
て
、
自
分
の
努
力
の
他
に
、
神

様（
天
神
様
）に
も
お
祈
り
を
し
た
も
の
で
す
。
今
日
の
合

格
祈
願
に
お
参
り
す
る
の
も
こ
の
習
わ
し
か
ら
で
す
。

　
天
神
様
と
梅
鉢
と
の
結
び
付
き
も
太
宰
府
へ
出
発
す
る

時
に
歌
っ
た｢

東
風
吹
か
ば

　
に
ほ
ひ
を
こ
せ
よ

　
梅
の
花

主
な
し
と
て

　
春
を
忘
る
な｣

か
ら
で
、
飛
梅
伝
説
と
謂
わ

れ
ま
す
。
庭
の
梅
が
太
宰
府
ま
で
飛
ん
で
付
い
て
い
っ
た

こ
と
か
ら
、
梅
が
道
真
の
象
徴
的
な
マ
ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。

梅
は
好
文
木
と
い
っ
て
、
寒
い
つ
ら
い
環
境
で
も
一
番
先

に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
苦
労
し
て
努
力
し
て
咲
く
と
こ
ろ

か
ら
学
問
の
好
き
な
人
の
と
こ
ろ
に
咲
く
花
と
さ
れ
、
ま

さ
に
道
真
そ
の
人
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
努
力
は
報
わ
れ
る
！
受
験

生
の
皆
さ
ん
、
最
後
ま
で
頑

張
り
ま
し
ょ
う
！

図
書
館
市
史
編
纂
担
当

　

☎
24
・
５
３
１
５

す
が
わ
ら
み
ち
ざ
ねだ  

ざ
い  

ふ

た

ま
つ

う
め
ば
ち

こ

　
ち

と
び
う
め

い

こ
う
ぶ
ん
ぼ
く

▲

天
神
像

し
ん  

ぼ    

で

す

　の   

だ
に

つ
え

な
ま

お  

は
ら

江
川
陽
翔
さ
ん（
今
江
小
１
年
）

秋
の
火
災
予
防
運
動

　こ
れ
か
ら
の
季
節
は
暖
房
器
具
な
ど
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

深
田
彩
音
さ
ん（
国
府
小
５
年
）

　353点の応募の中から、
消防長賞の2作品がポスタ
ーの図案に選ばれました。

防火ポスターが
できました

大
切
な
人
を
守
る

　
　
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

　住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
い
ち
早
く
火
災
に
気
付
き
、
素
早
い
避

難
や
１
１
９
番
通
報
が
で
き
ま
す
。
ま
だ
の

家
庭
は
す
ぐ
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　既
に
設
置
済
み
の
家
庭
も
、
き
ち
ん
と
作

動
す
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
作
動
確
認
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
10
年
が
交
換
の
目
安
で
す
。「
設
置
年
月
」

や「
製
造
年
」を
参
考
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

【
作
動
確
認
の
方
法
】

①
ボ
タ
ン
を
押
す（
ひ
も
を
引
く
）。

②
正
常
な
場
合
は「
ピ
ー
、
ピ
ー
、
ピ
ー
」や「
ピ
ー
ピ

ー
ピ
ー
、
火
事
で
す
」な
ど
の
音
声
が
流
れ
ま
す（
音

声
の
止
め
方
は
機
種
で
異
な
る
の
で
、
事
前
に
取
扱

説
明
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）。

※

音
声
が
流
れ
な
い
と
き
は
、
電
池
切
れ
や
故
障
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
取
扱
説
明
書
な
ど
を
確
認
し
、

早
急
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

※

確
認
の
際
は
、
高
所
か
ら
の
転
落
な
ど
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

▼

問
い
合
わ
せ

　
消
防
本
部
予
防
課

　☎
20
・
２
７
０
６

11
月
９
日（
水
）〜
15
日（
火
）

突然、頼んでいない新聞が配
達された。販売店に連絡する

と、3年前に高齢の父が契約したと言
う。父は当時のことを覚えていない
が、契約書を見ると確かに父の字だ
った。2紙も不要なので解約したい。

賢い消費者になろう

消費せいかつ
VOL.
89

あんしん相談センター　☎24・8071
消費者ホットライン　　☎188

問い合わせ

頼んでいない新聞が配達された!?

トラブル回避のポイント
◆数年後に購読が始まる契約は契約
したこと自体を忘れがちです。「〇
年後の〇月から」といった数年先の
契約は慎重に対応しましょう。
◆訪問販売でクーリング・オフでき
る期間は法定書面を受け取ってから
8日間です。それを過ぎると配達開
始前でも解約が難しくなります。
◆契約の説明をせずに「サインだけ
欲しい」と迫る悪質な勧誘も見られ
るので、日頃から注意が必要です。

事例

1
2

3
4

松
太
く
ん
　第
７
回

　絵

：

た
く
ろ
ー

し
つ
こ
い
の
ぉ …

…

今
日
こ
そ
は
追
い
返
し
て

や
る
!!

既
に

１
紙

と
っ
と
る

す
い
ま
せ
ん

お
帰
り
く
だ
さ
い

ど
う
か

ウ
チ
の
新
聞
を
お
願
い

し
ま
す
！

で
す
か
ら
！

い
り
ま
せ
ん
っ
て

…
…

今
、
ウ
チ
の
新
聞
を

と
っ
て
い
た
だ
く
と

抽
選
で
こ
ち
ら
が

当
た
り
ま
す

い
か
が
で
し
ょ
う

何な
に
？

ほ
ぉ
〜

い
い
話
じ
ゃ

の
う

当
た
る
と

い
い
な
ぁ
〜

い
や
い
や

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
!!

※

小
松
市
立
高
校

　芸
術
コ
ー
ス
美
術
専
攻

ピーピーピー
火事です！


